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－－一一町民の健康と融和のために一一一一一一一一一

去る10月10日（体育の日）第7回遠賀町I町民体育祭が遠車グラントで開かれ、秋晴れの

好天気に恵まれ終日なごやかなうちに行軍が進められました。

人のうこき（器繕撃）
人　　口　　9．846人　（＋11）

男　　　　4，671　（⊥5）

女　　　　5，175　　（＋6）

世帯数　　2，568声∴（÷10）

（）内は融月比

i I ll月のこよみ

〓
　
灯
台
記
念
日

目
　
方
聞
郵
便
記
念
日

‖
　
文
化
の
日

日
　
伸
界
中
和
記
念
日

白
　
日
　
L
石
－
祝

二
日
　
動
労
感
謝
の
日
、
新
穀
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坂
田
教
育
長
大
臣
表
彰
受
賞

学
制
百
年
記
念
式
典
で

遠
賀
米
を
無
事
献
納

日
月
1
日
宮
中
で
献
納
式

わ
が
国
の
撃
制
は
明
治
五
年
近
代
的

な
学
校
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、
明

治
、
大
正
、
昭
和
の
一
三
倍
を
練
過
し
、

乙
と
し
て
百
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

文
部
省
は
、
こ
の
一
世
紀
に
わ
た
る

教
育
の
変
遷
を
顧
み
、
今
後
の
発
展
を

期
し
て
、
去
る
十
月
五
日
東
京
国
立
劇

場
に
お
い
て
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を

お
迎
え
し
て
、
学
制
高
年
記
念
式
典
を

戯
大
に
行
な
い
、
稲
葉
文
部
大
陸
か
ら

全
問
の
教
育
功
労
者
六
三
九
人
が
表
彰

を
う
け
ま
し
た
が
、
本
町
の
坂
田
亀
次

部
数
省
長
が
そ
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し

坂
出
教
育
長
は
、
大
正
十
二
年
鞍
手

耶
雨
用
“
帝
雄
小
撃
殺
潮
導
を
振
り
出
し

に
半
歳
致
命
∵
十
十
二
年
、
そ
の
後
福
岡

県
教
育
庁
築
上
、
用
川
、
嘉
穂
、
遠
賞

の
合
出
張
所
長
を
経
て
遠
質
冊
数
日
長

を
二
期
（
八
年
）
な
ど
、
教
習
行
政
に

－
六
年
、
追
跡
用
－
八
年
の
約
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
数
百
一
途
に
一
員
献
さ
れ

そ
の
人
格
識
見
は
、
県
下
の
数
台
聞
係

者
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
川
教
育
長
は
今
後
更
に
四
年
間
、

遠
賞
町
の
教
育
振
期
の
た
め
尽
力
願
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
草
越

し
た
脂
導
力
に
よ
り
本
町
数
台
が
よ
り

一
そ
う
巡
鹿
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

犯
米
」
を
献
納
し
ま
し
た
。

ま
た
十
一
月
－
日
に
は
明
治
捕
宮
に

も
献
儀
を
済
ま
せ
、
献
施
米
献
納
の
」
9

ぺ
て
の
行
再
を
終
り
、
相
生
氏
は
名
誉

あ
る
大
任
を
無
事
果
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
相
生
氏
個
人
と
し
て
の

名
誉
で
あ
る
と
共
に
運
用
需
用
の
名
誉
で

も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
遣
光
来
の
品
質
の
改
高
に
、

よ
り
一
そ
う
錐
力
し
、
言
地
質
米
」
　
の

名
声
を
屈
め
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

選

挙

人

名

簿

に

あ
な
た
の
名
前
は
あ
り
ま
す
か
？

総
選
挙
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
念
の
た
め
、

稚
め
ま
し
ょ
う
。

役
場
住
民
課
窓
口
に
印
し
出
ら
れ
れ
ば
、
平
常
の
勤

務
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

こ
と
し
の
新
範
祭
（
に
い
な
め
さ
い

）
　
に
献
納
す
る
献
撤
米
の
縞
岡
県
代
表

献
納
者
畑
生
半
　
氏
（
尾
崎
）
　
の
献
穀

冊
で
は
去
る
五
月
一
言
I
H
播
種
式
、
七

月
五
日
田
植
式
を
終
え
、
そ
の
後
畑
生

民
一
家
の
熱
心
な
肥
培
管
理
に
よ
り
順

調
に
生
育
し
、
十
月
十
八
日
献
親
米
塞

資
金
の
磁
力
の
も
と
に
最
後
の
儀
式
で

あ
る
抜
秘
式
（
刈
り
取
り
）
が
行
な
わ

れ
、
飯
野
収
穫
を
終
り
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
に
は
、
宮
中
に
お
い
て

献
納
式
が
行
な
わ
れ
、
畑
生
単
一
氏
大

要
を
は
じ
め
春
賛
会
長
襲
用
嬉
賎
民
及

び
県
農
政
関
係
職
員
が
参
列
し
て
「
遠

検
察
審
査
会
に
つ
い
て

○
あ
な
た
は
、
こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
犯

邦
の
殺
害
に
あ
っ
て
、
啓
繁
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
宮
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納

得
で
き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て

い
る
万
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
う
い
う
万
は
、
そ
の
ま
ま
泣
き
穫

入
り
し
な
い
で
、
検
察
審
査
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
検
察
審
査
会
と
は

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
「
く
じ

」
で
選
ば
れ
た
十
一
名
の
検
察
審
禿
員

が
、
検
察
宮
の
し
た
＝
串
の
や
り
か
た

を
緒
査
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

○
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
？

検
雛
鳥
の
し
た
不
起
扉
処
分
の
よ
し

あ
し
を
諦
脊
す
る
の
が
、
お
も
な
仕
事

の
　
つ
で
す
。

検
察
訴
査
会
は
、
そ
の
た
め
に
検
察

日
の
つ
く
っ
た
不
達
一
語
記
録
を
灘
べ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実
地
兄
分
な
ど

も
し
て
議
決
し
ま
す
。

そ
の
議
決
を
参
若
に
し
て
、
検
事
正

が
小
用
を
起
語
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と

き
は
、
起
需
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

○
事
件
の
審
査
を
し
て
も
ら
う
に
は

犯
非
を
宮
部
、
出
端
し
た
人
や
犯
非

に
よ
っ
て
雷
を
う
け
た
人
で
、
検
察
宮

の
不
遇
擁
処
分
に
不
服
の
あ
る
方
は
、

だ
れ
で
も
蕃
盃
の
用
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
用
立
て
に
は
費
用
は
い

り
ま
せ
ん
。

申
立
て
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
検
察

請
諦
念
の
耶
務
闇
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
用
立
て
用
紙
も
郁
雄
局
に
用
鮭
し

て
あ
り
ま
す
。

○
所
在
地

北
九
州
畠
中
へ
口
伝
金
田
三
十
日

福
間
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部
困

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局

T
E
L
五
六
「
－
三
川
三
二
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年に一度の農民まつり

遠賀郡農業祭

と　　き　11月　23　日　午前　9　時（雨天決行）

と　こ　ろ　　岡垣中央公民館（岡垣町青木）

主　　催　　遠賀郡農業振興連絡協議会

後　　援　　西　日　本　新　聞　社

県　農　協　連　合　会

－主　な　行　事－

・記　念　式　典

・産産共進会

・農産物共進会

および即売会

・消費生活展

自動車、農機具

展　　示　　会

・苗木即売会

・芸　能　大　会

各種表彰、収穫感謝祭

乳牛末経産、搾乳牛、和牛の各部

白菜、人参、葱、みかん、その他

展示コーナー、テストコーナー、

相談、指導コーナー

最近型各種自動車、農機具

苗木、庭園樹各種

舞踊、歌謡、万才、奇術他

※農産物出品受付　22日　10時から13時まで会場で受けつけます

※蔑産物即売会　23日　14時から

みなさんの多数ご来場をお待ちしています。
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「
農
家
の
皆
さ
ん
う
ま
い
遠
賀
米
を

作
り
ま
し
　
ょ
　
う
」

遠
賀
米
の
声
価
を
高
め
よ
う
〃

う
ま
い
米
に
対
す
る
消
費
者
の
要
望

は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
さ
ら
に
次
の
こ
と
を
是
非
実
行
し

て
、
遠
親
米
の
声
価
序
二
品
め
ま
し
ょ

ーつ〇一
、
適
期
刈
振
り

成
欺
矧
は
、
平
年
並
み
か
、
一
～
二

日
程
度
早
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
の

で
、
刈
取
り
適
期
は
、
お
お
む
ね
出
棚

後
五
〇
～
五
五
日
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
、
本
町
で
は
お
そ
刈
り
に
よ
る
鼠

質
低
下
の
傾
向
が
あ
る
の
で
刈
取
り
時

期
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
特
に
注
慈
す

る。一
一
、
脱
穀

用
脱
穀
を
急
ぎ
す
ぎ
て
能
率
本
位
に

な
る
と
、
籾
を
損
傷
し
、
脱
ぷ
米
や
碑

米
も
多
く
な
る
。
脱
ぷ
米
や
傷
柳
は
、

発
酵
米
に
な
り
易
く
、
酵
嬢
崎
に
胴
胸

れ
が
発
生
し
や
す
い
。

㈲
脱
穀
に
当
っ
て
は
、
わ
ら
屈
や
、

し
い
な
な
ど
が
混
入
し
な
い
よ
う
機
械

の
調
整
に
注
慈
す
る
。
わ
ら
屑
な
ど
が

多
い
と
乾
燥
時
に
む
ら
乾
燥
に
な
り
や

す
く
、
し
い
な
な
ど
が
多
い
と
激
す
り

時
に
選
別
不
良
に
な
り
や
す
い
。

㈲
籾
を
無
通
気
状
態
で
雅
椰
し
た
場

合
、
玄
米
が
変
質
し
な
い
安
全
限
界
日

数
は
、
温
度
、
湿
度
に
よ
っ
て
異
な
る

が
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

斑
含
水
率
（
％
）

1
6
・
1
8
・
2
0
・
2
1
・
2
2
〇

一

　

一

　

一

　

一

　

一

0
0
・
2
0
・
1
0
・
3
－
5
・
1
。

安
全
限
界
日
数
「
‖
〉

コ
ン
バ
イ
ン
脱
穀
時
の
籾
水
分
は
2
2

％
を
越
す
場
合
が
あ
り
、
や
け
米
に
な

り
や
す
い
の
で
特
に
注
葱
を
要
す
る
。

一
こ
、
乾
燥

本
町
厳
米
は
過
乾
燥
に
よ
る
品
質
低

下
が
み
ら
れ
る
の
で
、
乾
燥
機
の
か
け

過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
慈
す
る
。

0
水
分
測
定

①
乾
燥
む
ら
、
過
乾
燥
お
よ
び
乾
燥

不
足
に
よ
る
鼠
煩
低
下
の
な
い
よ

う
に
水
分
測
定
勝
を
使
用
し
て
、

経
線
前
後
の
水
分
を
適
確
に
つ
か

み
乾
燥
機
の
適
正
使
用
に
努
め
る

②
乾
燥
む
ら
を
考
慮
し
て
、
掛
値
式

乾
廉
の
場
合
、
試
料
の
採
取
部
位

は
対
角
線
上
（
深
さ
中
火
）
よ
り

循
談
武
乾
燥
機
で
は
乾
燥
機
上
部

（
コ
ン
ベ
ヤ
ー
ロ
）
よ
り
3
点
以

l
採
っ
て
測
定
談
兼
の
な
い
よ
う

に
す
る
。

④
乾
燦
に
あ
た
っ
て
は
仕
上
げ
玄
米

水
分
一
四
・
五
％
を
出
陳
に
過
乾

燥
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

㈲
生
籾
や
不
良
斑
の
取
扱
い

①
生
脱
殺
し
た
水
分
の
多
い
粗
は
や

け
米
発
坐
防
圧
の
た
め
、
桓
ら
に

乾
燥
し
て
1
8
％
恐
度
ま
で
水
分
を

落
と
す
必
要
が
あ
る
。

②
乾
燥
機
の
容
量
不
足
で
予
価
乾
嫌

で
き
な
い
場
合
は
、
短
時
間
な
ら

袋
の
H
を
詑
封
せ
ず
に
聞
い
て
お

く
か
、
あ
る
い
は
、
薄
く
広
げ
て

融
の
発
熱
を
防
止
す
る
。

⑪
や
け
米
や
秘
発
芽
の
不
良
敬
は
別

に
処
理
し
、
真
跡
籾
と
混
入
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

㈲
乾
燥
機
の
取
扱
い
の
一
般
的
な
注
憲

①
乾
燥
機
の
据
付
け
場
所
は
平
ら
は

場
所
を
選
び
送
励
機
は
南
側
か
西

側
の
口
の
当
る
場
所
に
設
置
し
一

度
概
の
中
を
通
っ
た
湿
っ
た
排
気

は
再
び
送
風
機
に
流
れ
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
。
乾
燥
後
の
粗
の
取

出
し
を
考
慮
し
て
取
出
口
の
位
寵

を
定
め
、
た
て
型
な
ど
で
は
、
機

械
が
壁
に
接
近
す
る
と
排
気
が
悪

く
な
る
の
で
0
0
鋤
樋
は
離
す
。

②
ベ
ル
ト
の
破
り
を
適
当
に
す
る
。

⑪
火
炉
は
、
油
も
れ
や
不
完
全
燃
焼

の
な
い
よ
う
に
杵
築
的
に
は
、
必

ず
保
守
点
検
を
行
な
い
、
油
煙
付

着
米
や
油
英
米
を
出
し
て
は
な
ら

ない。

e
乾
燥
終
了
の
籾
は
粗
雑
に
収
容
す

る
か
、
ム
シ
ロ
扱
い
な
ど
で
吸
湿

を
防
ぎ
、
少
な
く
と
も
一
昼
夜
は

徐
冷
す
る
。

⑤
乾
燥
機
の
周
囲
は
燃
え
易
い
も
の

の
な
い
よ
う
に
し
、
火
災
に
注
憩

する。

④
乾
燥
機
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
機

軸
に
よ
り
取
扱
い
力
が
適
う
の
で

説
明
津
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

四
、
頓
製
（
親
す
り
、
米
選
）

川
六
年
軽
米
の
品
位
格
下
げ
理
由
は

茶
米
（
三
回
・
〇
％
）
、
整
粒
（
三
一

・
八
％
）
、
充
実
度
（
一
一
・
〇
％
）

死
米
（
九
・
八
％
）
、
肌
ず
れ
（
二
・

五
％
）
、
さ
ら
に
も
ち
米
に
う
る
ち
米

の
混
入
な
ど
で
あ
る
。
上
位
等
級
米
比

率
向
上
の
た
め
に
は
、
調
製
作
業
に
政

義
の
余
地
が
多
い
の
で
注
恵
を
要
す

る。用
柳
す
り
機
の
使
い
方

e
原
料
籾
の
梢
選

原
料
親
は
親
逃
し
た
乾
燥
柳
と
す

る
。
爽
雑
物
や
し
い
な
の
多
い
も

の
は
選
別
作
用
が
悪
く
、
能
率
も

低
下
す
る
の
で
唐
箕
選
等
に
よ
り

十
分
選
別
す
る
。

②
機
械
の
据
付
け

機
体
を
水
平
に
据
付
け
る
。
機
械

の
傾
き
、
特
に
左
右
の
傾
き
は
万

石
面
で
の
片
流
れ
を
お
こ
し
選
別

性
能
を
低
下
さ
せ
る
。

④
ゴ
ム
ロ
ー
ル
の
間
隙

籾
の
乾
燥
程
度
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
脱
ぷ
率
0
0
～
0
0
％
を
日
棟
に

し
、
小
型
機
で
は
狭
め
て
、
大
型

機
で
は
広
め
に
、
0
・
3
－
1
調
の
範

囲
で
調
節
す
る
。

①
脱
ぷ
率
不
足
は
、
ロ
ー
ル
開
陳
の

臆
過
ぎ
、
ロ
ー
ル
回
転
数
の
低
下

が
主
な
原
因
で
あ
り
、
逆
に
脱
ぶ

輩
は
十
分
で
も
砕
米
、
肌
ず
れ
、

カ
ー
ボ
ノ
付
諸
な
ど
が
多
い
時

は
、
ロ
ー
ル
間
隙
の
狭
す
ぎ
、
ロ

ー
ル
回
転
数
の
砧
す
ぎ
、
ゴ
ム
ロ

ー
ル
の
片
埼
り
ス
ロ
ワ
ー
羽
根
の

調
盤
不
良
で
あ
る
。

⑤
ス
ロ
ワ
ー
羽
根
先
端
と
ケ
ー
シ
ン

グ
の
問
鵬
は
1
調
以
内
に
保
つ
。

⑥
各
装
置
運
転
作
業
の
均
整
勘
合
粗

湘
斗
、
万
石
漏
斗
に
は
常
に
半
亜

種
度
の
穀
粒
が
は
い
っ
て
い
る
よ

う
に
し
、
放
物
の
流
れ
の
均
整
化

に
注
惹
し
て
運
転
す
る
。

①
万
石

粒
の
大
き
さ
に
応
じ
た
網
目
の
万

石
を
使
用
す
る
。
上
網
の
傾
斜

は
、
摺
米
が
上
方
七
分
に
流
れ
、

下
方
－
二
分
に
よ
ど
み
、
上
方
か
ら

押
さ
れ
て
流
れ
る
程
度
と
し
、
網

の
先
端
か
ら
流
下
す
る
規
の
巾
に

で
き
る
だ
け
玄
米
が
混
入
し
な
い

よ
う
に
調
節
す
る
。
仕
上
げ
網
は

穀
粒
が
流
れ
落
ち
る
程
度
が
よ

い
。
柾
上
げ
米
に
親
の
混
入
が
多

い
場
合
に
は
、
傾
斜
を
急
に
し
、

籾
の
混
入
は
少
な
く
て
も
仕
ヒ
げ

米
の
流
出
が
少
な
い
場
合
に
は
傾

斜
を
綾
に
す
る
。

⑧
主
唐
鋲

二
番
口
に
籾
や
玄
米
が
出
る
と
き

は
風
力
を
弱
く
し
、
逆
に
樹
か
ら

が
ま
じ
ろ
と
き
は
強
く
す
る
。
三

番
口
か
ら
出
る
穀
粒
は
損
失
に
な

る
の
で
風
力
の
調
節
に
は
注
憩
を

要
す
る
。

⑨
二
番
口
穀
粒
の
処
理
二
番
口
に
は

不
完
全
粒
が
多
く
出
る
の
で
、
こ

れ
は
別
に
親
排
し
て
灘
粒
に
不
完

全
粒
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
す

る。

㈲
米
遜
機
の
適
正
使
用

二
段
式
米
選
機
の
使
用
を
郡
極
的
に

推
進
し
、
か
つ
i
段
武
米
選
機
使
用

の
場
合
も
適
正
使
用
に
よ
り
屑
米
を

完
全
に
除
去
す
る
。

な
お
、
米
選
磯
の
使
用
に
際
し
て
次

の
頓
頓
に
留
蔽
す
る
。

①
平
面
型
の
性
能
は
、
細
面
の
良
否

に
大
き
く
形
縛
さ
れ
る
の
で
使
用

前
に
各
線
の
緊
張
度
、
口
調
間
後

に
調
節
し
た
各
線
間
の
間
隙
が
笥

し
い
か
確
認
す
る
。

②
左
右
の
傾
き
が
な
い
よ
う
に
固
定

し
、
玄
米
が
順
調
に
流
れ
て
し
か

も
良
米
が
線
面
の
下
鍋
か
ら
流
れ

落
ち
な
い
よ
う
な
角
度
に
調
節
す

る。
⑧
長
時
間
使
用
す
る
う
ち
に
、
用
米

や
砕
米
の
一
灘
が
線
と
線
の
間
に

挟
ま
る
か
ら
と
き
ど
き
紙
面
を
な

で
て
除
き
、
選
別
性
能
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
す
る
。

⑪
米
選
機
の
線
は
錫
メ
ッ
キ
鋼
線
を

用
い
て
あ
る
が
、
錆
び
る
と
選
別

性
能
が
撮
下
す
る
の
で
湿
気
の
な

い
場
所
に
保
篤
す
る
。
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自
転
車
、
バ
イ
ク
等
の

盗
難
が
ふ
え
て
い
ま
す

狩
猟
に
つ
い
て
の
心
得

自
転
車
や
パ
イ
ク
は
手
軽
は
乗
物
と

し
て
、
重
宝
が
ら
れ
て
お
り
最
近
で
は

子
槙
の
閥
に
特
に
人
気
が
た
か
ま
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
折
尾
署
管
内
で
本
年
1
月

か
ら
9
月
ま
で
の
間
に
、
一
九
五
台
（

昨
年
同
期
よ
り
五
二
台
増
）
も
の
自
転

車
、
パ
イ
ク
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
の
被
薯
を
防
ぐ

ため、
用
事
に
は
、
ク
サ
リ
錠
、
ワ
イ
ヤ
錠
な

ど
の
文
夫
な
錠
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

㈲
錠
を
か
け
て
い
て
も
、
監
視
で
き
る

と
こ
ろ
に
駐
車
し
、
時
々
監
視
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

㈲
車
に
は
、
住
所
、
氏
名
を
評
い
て
お

き
ま
し
ょ
え
ノ
。

㈲
防
犯
登
録
を
必
ず
し
て
お
さ
ま
し
ょ

ス
ノ
o

防
犯
登
録
の
あ
る
革
は
、
や
た
ら

に
売
り
買
い
し
た
り
、
名
儀
を
変
え

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
被
害
品
が
発
見
さ
れ
た
と
き
、
す

ぐ
持
主
が
判
る
よ
う
に
．
な
っ
て
い

て
、
早
く
板
書
の
回
復
が
で
き
ま
す

（
こ
の
ご
ろ
折
尾
薯
で
六
〇
台
近
く

の
自
転
車
盗
を
検
挙
し
ま
し
た
が
、

そ
の
半
数
以
上
は
、
防
犯
登
録
が
な

い
た
め
持
主
が
わ
か
り
ま
せ
ん
）

あ
な
た
の
事
を
守
る
た
め
、
す
ぐ
近

く
の
登
録
指
定
店
で
防
犯
登
録
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

日
月
1
日
か
ら
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
し
た
が
、
一
瞬
の
心
の
ゆ
る
み
が

い
ろ
い
ろ
な
事
故
を
ま
ね
き
ま
す
。

狩
猟
マ
ナ
ー
や
法
令
を
守
り
、
銃
砲

に
よ
る
人
身
事
故
や
、
あ
る
い
は
盗
難

に
か
か
ら
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
憩

し
ま
し
ょ
う
。

1
狩
猟
に
出
か
け
る
と
き
は

0
銃
砲
所
持
許
可
証
　
○
狩
猟
免
状

○
狩
猟
者
記
事
を
必
ず
聯
行
す
る
。

2
銃
の
携
帯
と
俣
纏
は

○
銃
は
必
ず
ケ
ー
ス
や
袋
に
入
れ
て

持
ち
迅
ぶ
。

○
携
掛
や
運
搬
中
は
「
た
ま
」
を
こ

め
な
い
。

○
旅
館
な
ど
に
宿
泊
す
る
と
き
は
、

「
た
ま
」
を
抜
き
、
銃
を
分
解
し

て
「
た
ま
」
と
銃
は
別
々
に
安
全

な
場
所
に
保
管
す
る
。

3
狩
猟
中
は

○
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
「
た
ま
」

の
装
て
ん
の
有
無
を
確
め
、
銃
口

は
絶
対
に
他
人
に
む
け
な
い
。

○
猟
場
以
外
の
場
所
で
は
「
た
ま
」

を
こ
め
な
い
、
銃
に
お
お
い
を
か

ぶ
せ
る
。

○
跳
弾
の
て
る
石
や
竹
林
、
水
面
な

ど
を
壁
だ
な
い
。

○
銃
を
人
に
貸
し
た
り
、
さ
わ
ら
せ

た
り
し
な
い
。

○
獲
物
を
発
見
し
た
と
き
は
、
人
と

聞
進
え
な
い
よ
う
確
認
し
て
発
射

する。

○
グ
ル
ー
プ
で
狩
猟
す
る
と
き
は
、

芦
を
か
け
て
お
互
い
に
位
槌
を
知

ら
せ
る
。

1
狩
猟
の
禁
止
時
間
と
禁
止
場
所
は

○
日
の
出
前
、
日
没
後
は
狩
猟
し
て

は
な
ら
な
い
。

○
人
畜
、
建
物
、
市
街
地
な
ど
危
険

の
お
よ
は
す
場
所
で
の
狩
猟
は
し

ない。

○
公
道
、
公
園
、
社
寺
塊
肉
、
基
地

や
保
護
区
、
禁
猟
区
、
休
猟
区
な

ど
で
狩
猟
し
な
い
。

5
猟
銃
用
火
薬
類
の
畷
綴
い
は

O
「
た
ま
」
は
必
要
な
だ
け
、
そ
の

つ
ど
購
入
し
残
餌
が
な
い
よ
う
に

する。

0
残
郷
が
あ
る
場
合
に
は
、
堅
固
な

保
管
設
備
に
施
錠
し
て
保
管
す

る。

郷
土
文
化
研
究
会
の

お
し
ら
せ

次
の
と
お
り
遠
賀
刑
郷
土
文
化
研
究

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
上
一
月
二
十
三
日
（
木
）

年
後
五
時
三
上
分

揚
所
　
違
買
町
公
民
鋸
刷
薄

内
容
∴
肌
用
改
修
に
つ
い
て
の
古
文
君

の
研
究

〝
河
川
に
関
す
る

ご
意
見
を
ど
う
ぞ
〝

－
「
承
り
箱
」
を
設
置
－

建
設
省
遠
賀
川
工
嬉
々
務
所
で
は
、

国
が
管
理
す
る
河
川
に
関
し
、
一
般
住

民
の
こ
意
見
や
希
望
等
を
聞
き
、
よ
り

効
果
的
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、
「

承
り
箱
」
を
役
場
住
民
課
窓
口
に
設
証

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
宿

望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

－
保
健
メ
モ
ー

ぜ
ん
そ
く
の
発
作

病
気
の
と
き
の
苦
痛
は
、
編
み
や

カ
ユ
ミ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
呼

吸
困
難
、
つ
ま
り
酸
素
不
足
の
苦
し

み
が
一
番
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
物
語
る
の
か
せ
ん
そ
く
の
発

作
。
た
し
か
に
発
作
が
お
き
た
と
き

の
苦
し
み
か
た
は
激
し
く
、
ゼ
イ
ゼ

イ
と
い
う
せ
ん
そ
く
特
有
の
せ
ん
鴨

は
、
そ
ば
に
い
ろ
人
ま
で
も
患
部
し

く
さ
せ
る
も
の
で
す
。

原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な
学
説
が
あ

っ
て
学
者
の
憲
兄
も
一
致
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
多
く
は
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ
す
物
質

を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
い
い
ま
す
。
ア
レ

ル
ゲ
ン
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
の

物
質
で
は
な
く
日
締
ど
こ
で
も
接
す

る
も
の
で
、
た
と
え
ば
チ
リ
や
花

粉
、
動
物
の
毛
、
食
べ
物
で
は
た
ま

ご
や
牛
乳
、
魚
貝
類
、
ま
め
類
、
そ

の
他
薬
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

せ
ん
そ
く
の
人
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
に

射
し
て
ひ
じ
ょ
う
に
敏
感
に
な
っ
て

い
る
の
で
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
気
管
支
粘

膜
を
刺
激
す
る
と
そ
こ
に
炎
症
を
お

こ
し
、
発
作
が
お
き
る
の
で
す
。

治
療
に
は
ま
ず
な
に
が
ア
レ
ル
ゲ

ン
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
日
常
生
活
か
ら
原
因
と
な

る
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
遠
ざ
け
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
薬
剤
で
は
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
剤
な
ど
が
効
果
的
で
す

が
、
劇
作
周
の
強
い
も
の
が
多
い
の

で
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ぜ
ん
そ
く
は
気
候
の
変
化
に
敏
感

で
す
。
寒
い
と
き
の
外
出
に
は
マ
ス

ク
を
使
い
、
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
過
労
、
過
食

を
さ
け
、
騎
禅
的
に
も
ゆ
っ
た
り
し

た
気
詩
で
毎
日
を
送
る
こ
と
が
な
に

よ
り
で
す
。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
第
三
期
分

十
一
月
三
十
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

衛

生

だ

よ

り

⑨
痘
そ
う
（
麓
痘
）
の
予
防
接
種

日
時
　
日
月
1
7
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
－
1
4
時

接
種
　
1
4
時
～
1
5
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対
象
　
生
後
六
ケ
月
－
一
四
ケ
月

母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
期
間
　
1
0
月
2
5
日
－
1
2
月
1
0
日

実
施
場
所
　
遠
賀
町
内
各
病
採
院

料
　
　
金
　
1
5
才
以
上
　
三
九
四
円

1
5
才
未
満
　
三
三
四
円

生
保
、
準
保
護
世
帯
は
無
料
で
し
ま

す
の
で
保
健
衛
星
係
に
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◎
乳
児
柏
肢
会
場
変
更

毎
月
第
3
月
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま

す
乳
児
相
談
の
会
場
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま

す。乳
児
相
談
会
場

遠
賀
町
役
場
保
健
室

◎
胃
の
集
団
検
珍

実
施
日
時
　
1
2
月
5
円

1
3
時
～
1
4
時

実
施
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

料
　
　
金
　
八
〇
〇
円
（
う
ち
二
〇

〇
円
は
補
助
す
る
）

申
込
み
受
付

1
1
月
6
日
か
ら
受
付
を
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
六
〇
〇
円
を
添
え

役
場
保
健
衛
生
係
に
博
込
み
く
だ

さい。

な
お
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

先
着
順
四
十
名
で
〆
切
り
ま
す
。

テ
レ
ツ
シ
ュ
な
送
り
物
は
融

〝
航
空
小
包
で
〟

＿
，
”
”
”
i
－
〝
，
，
，
！
，
き
，
，
，
，
！
l
〝
．
〝
．
さ
，
，
き
，
と
．
〝
，
l
〝
，
，
，
，
と
i
：

身
近
か
な
窓
口
と
全
国
的
に
整
備
さ

れ
た
配
達
網
で
、
企
業
間
の
業
務
用
葺

類
と
か
商
品
や
ご
家
庭
の
贈
答
用
生
鮮

食
品
な
ど
急
送
を
要
す
る
も
の
の
輸
送

稿
用
増
大
に
こ
た
え
て
、
郵
便
局
で
は

航
空
小
包
の
取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま

す。

こ
の
取
り
扱
い
で
用
い
ら
れ
る
航
空

輸
送
路
は
千
歳
・
東
京
国
際
・
大
阪
国

際
・
福
岡
・
邪
潮
の
各
空
港
閥
と
郷
瀬

－
鹿
児
曲
お
よ
び
瓢
湖
－
名
瀬
間
を
鮨

ぶ
航
空
路
線
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

航
空
小
包
は
空
港
間
を
空
輸
さ
れ
る

ほ
か
、
そ
の
他
の
区
間
も
全
て
速
達
扱

い
で
一
般
の
小
包
に
優
先
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
遠
費
用
郵
便
局
に
年
的
－

一
時
頃
ま
で
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
は

翌
日
の
午
前
中
に
は
東
京
に
配
達
さ
れ

ま
す
。
お
急
ぎ
の
小
包
は
航
空
小
包
で

ど
う
ぞ
。

詳
細
は
郵
便
局
に
お
翠
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
相
談
所
開
設

1
0
月
、
日
月
は
国
民
年
金
推
進
月
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
お
奄

ね
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
鑑
に
お
い
で
を
お
待
ち
し
ま
す
。

記

日
時
　
十
一
月
三
十
四
日

年
後
一
時
～
四
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

相
談
員
　
八
幡
社
会
保
険
事
務
所
係
官

軽
自
動
車
の
廃
車

名
義
変
更
は
確
実
に

談
自
動
車
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
所
有
者
の
名
義
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
事
山
が
発

生
し
た
口
か
ら
十
五
日
以
内
に
棟
誠
二

ナ
ン
バ
ー
）
を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

（
町
税
条
例
第
9
1
条
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
）
　
こ
の
手
続
を
怠
る
と
使
用
し
て

い
な
い
単
、
ま
た
は
部
の
所
有
者
に
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
交
通
部
故
等
の
調
査
、
あ
る
い

は
誤
読
上
に
非
柘
に
支
障
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
鵬
出
を
期
日
内
に
必
ず
行

な
わ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

記

日
　
時
　
十
一
月
二
十
四
日

午
後
一
時
－
四
時

場
　
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

相
談
員
∴
民
生
委
員
、
保
雑
記
ほ
か

受
付
内
容
　
口
将
星
浦
上
の
諸
問
題

－
自
衛
隊
生
徒
募
集
－

1
受
付
期
間

潤
和
4
7
年
n
月
1
ロ
ー
1
2
月
2
3
日

2
採
用
予
定

陸
上
自
衛
隊
生
徒
　
約
五
二
〇
名

編
上
自
衛
隊
生
徒
　
約
二
一
〇
名

航
空
自
衛
隊
牛
徒
　
約
一
〇
〇
名

3
受
験
資
格

欄
和
4
8
年
4
月
1
日
現
在
、
1
5
才
以

ヒ
1
7
才
未
満
（
旧
知
3
1
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
出

生
し
た
者
）
　
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子
で
中
学
校
を
昭
和
4
8
年
3
月
に

軍
楽
す
る
見
込
み
の
者
お
よ
び
そ
れ

以
前
に
卒
業
し
た
者
。

4
試
験

用
第
1
次
試
験
　
昭
和
他
年
1
月
7

日
（
日
）

㈲
第
2
次
試
験
　
昭
和
4
8
年
1
月
2
0

日
（
土
）

（
1
次
試
験
合
格
者
の
み
）

5
合
格
発
表

昭
和
4
8
年
3
月
6
日
（
上
）

6
人
枝
先

陸
上
自
衛
隊
少
年
工
科
学
校

海
上
自
衛
隊
少
年
術
科
学
校

航
空
自
衛
隊
第
4
術
科
学
校

香

典

返

し

お

礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
総
会

に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記

、
金
壱
封

故
　
芳
賀
光
夫
様

浅
木

故
　
吉
野
マ
キ
様

虫
生
津

政
　
吉
田
平
五
郎
様

千
代
丸

故
　
別
田
サ
ギ
ノ
様

浅
木

故
　
松
尾
保
氏
様

鬼
津

故
　
富
浦
ダ
イ
様

鬼
津

故
　
宮
崎
触
れ
様

今
市
賞

芳
賀
裔
一
段

吉
野
耽
男
殿

吉
田
和
也
殿

別
間
新
路
殿

松
尾
良
博
願

書
酒
殿
兜
殿

営
時
行
弘
殿


